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１．ｋｉｋｕｓｕｉグループの状況

≪会社概要≫
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名古屋証券取引所
二部上場

東京証券取引所
二部上場

●本社：名古屋市中区錦二丁目
19番25号 日本生命広小路ビル

●創業：1959年5月21日（昭和34年）
●資本金：19億7,273万円
●従業員数：447名（2018年3月末）
●事業内容：建築仕上材

建築下地調整材
タイル用接着材
ビルリフレッシュ工事
（住宅リフォーム）
その他

≪沿革≫
●1959年 遠山昌夫が名古屋市で菊水商事創業
●1963年 菊水化学工業（株）に社名変更
●1963年 支店・営業所の全国展開を開始
●1969年 愛知県犬山市に犬山工場を建設
●1973年 福岡県粕屋郡に福岡工場を建設
●1976年 ＪＩＳＡ６９０９の取得を開始
●1977年 茨城県古河市に茨城工場を建設
●1988年 名古屋証券取引所二部に上場
●1991年 岐阜県各務ヶ原市に技術開発施設建設
●1999年 ＩＳＯ９００１を取得
●2004年 菊水化工（上海）有限公司を設立
●2005年 住宅事業本部を新設。全国展開を開始
●2010年 日本スタッコを子会社化
●2013年 山口均が社長に就任
●2014年 東京証券取引所二部に上場
●2015年 菊水香港有限公司を設立

菊水建材科技（常熟）有限公司を設立
●2016年 台湾菊水股份有限公司を設立
●2017年 中国江蘇省常熟市で工場を開業
●2017年 愛知県瀬戸市で東海工場が竣工

※詳細は会社案内を参照ください。（2019年3月末日現在）



１．みんなのために
〔社会性〕
社会的に存在感のある企業でありつづける。

２．よりよい商品
〔科学性〕
科学的に裏付けられた独創的な製品・施工
を供給する。

３．ゆたかな愛情
〔人間性〕
企業の活動が顧客、その他まわりの人たち
に愛情と思いやりに満ちたものにする。

社 是
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１．ｋｉｋｕｓｕｉグループの状況

≪経営理念≫



下地から仕上げまでの
総合塗料メーカーをめざす

１．ｋｉｋｕｓｕｉグループの状況

≪経営方針≫

建物の下地調整材から仕上げまでを、一つのメーカーで扱うこ

とで、工程管理の信頼性が確保できる。当社は、今後も「下地

から仕上まで」を追求する中で、製品のラインアップを拡充さ

せていく事が必要不可欠。当社が総合塗料メーカーとなり、全

ての局面で責任を持った製品をご提供することは、業界を牽

引する塗料メーカーとしての責務と認識しています。
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建築用塗料の開発・製造・販売・付加価値塗料（耐火・断熱・他特殊塗
料）の施工を行う事業。

ハウスメーカーを中心とする戸建住宅向けの塗料の開発・塗替え工事を
行う事業。

中国等の東アジアを中心とした塗料の開発・製造・販売を行う事業。

（連結子会社：菊水化工(上海)／菊水香港／菊水建材科技／台湾菊水）

ライン生産を行う企業向けに専用塗料の開発・製造・販売を行う事業。

建物の躯体や塗装の下地を調整する製品の開発・製造・販売を行う

事業。（連結子会社：日本スタッコ）

製品販売

製品販売

製品販売

製品販売

工事

工事
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５つの事業

汎用塗料事業

住宅事業

海外事業

無機ｾﾒﾝﾄ事業

工業用塗料事業

１．ｋｉｋｕｓｕｉグループの状況

≪事業内容≫
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１．ｋｉｋｕｓｕｉグループの状況

≪当社を取り巻く環境≫

※国土交通省「平成29年度建設投資見通し」平成29年6月

建設投資額の推移単位：兆円

新設, 

3,400億円

低層住宅

塗替え, 

3,700億円

マンション

大規模修繕, 

4,000億円

非住宅

塗り替え, 

8,400億円

28%

27%

8%

5%

32%

Ｓ社

Ｎ社

Ｋ社

その他

業界第４位

※業界紙統計参照：コーティングメディア「塗料・塗装白書－2017年度版－」

塗料メーカーシェア率

建築塗装工事市場規模

改修市場
８２％
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≪日本建築仕上材工業会平成２９年度生産数量統計≫

仕上塗材：前年比９４．６％

左官材・補修材：前年比９５．３％
※可とう形改修塗材Ｅ（微弾性フィラー）の大幅な減少（１３．３％減）が、全体

に大きく影響。微弾性フィラーは、改修市場におけるスタンダード製品です。

市況の低迷と、塗替え仕様の変化・多様化が、減少の要因と推測。

１．ｋｉｋｕｓｕｉグループの状況

≪業界の動向≫
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「下地から仕上げまでの
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仕上材
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１．ｋｉｋｕｓｕｉグループの状況

≪当社が目指すポジション≫
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１．ｋｉｋｕｓｕｉグループの状況

≪年度別連結業績推移≫
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（単位：百万円）

平成29年3月期 平成30年3月期

増減額 増減率
実績 実績

売上高 20,511 20,719 207 1.0%

売上原価 15,458 15,903 445 2.9%

売上総利益 5,054 4,815 ▲238 ▲4.7%
販売費及び

一般管理費
4,840 4,691 ▲149 ▲3.1%

営業利益 213 124 ▲89 ▲41.8%

経常利益 287 146 ▲141 ▲49.0%
親会社に帰属する

当期純利益 209 32 ▲177 ▲84.7%
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２．平成３０年３月期業績報告

≪連結損益実績報告≫



２．平成３０年３月期業績報告

≪月別連結売上高の推移≫
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全国的な天候不順による工事着手及び完成
の遅れ、戸建住宅改修市場や汎用市場の消
費減が売上高に影響。

（単位：千円）

常熟工場開業

東海工場竣工 「キクスイ改修パッケージプラン」普及・提案

東京で
大雪を記録

石綿含有建築用仕上材に対する環境配慮型剥離剤の普及・提案

全国８拠点
商品説明会実施

九州北部、北陸、東
北の降水量が平年
より多かった

東日本太平洋側
で天候不順

西日本で
３２年ぶりの寒波

～ 新製品を１０種類上市 ～

西日本で
１９４６年以来
最も多い降水量



実績 実績 実績

平成28年3月期 平成29年3月期 平成30年3月期

リニューアル製品の販売推移
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２．平成３０年３月期業績報告

≪国内販売戦略の進捗≫

実績 実績 実績

平成28年3月期 平成29年3月期 平成30年3月期

ふっ素塗料の販売推移

70%
89% 85%

30%
11% 15%

実績 実績

一般市場 平成29年3月期 平成30年3月期

製品販売構成の推移 水系 溶剤形

実績 実績 実績

平成28年3月期 平成29年3月期 平成30年3月期

弱溶剤製品の販売推移

前期比
１２％増

前期比
１５％増

前期比
１３％増

溶剤比率
４％増

（当社推測比率）

（建物での需要製品）



（単位：百万円）

平成30年3月期 平成31年3月期

増減額 増減率
実績 予測

売上高 20,719 21,970 1,251 6.0%

売上原価 15,903 16,741 838 5.3%

売上総利益 4,815 5,229 414 8.6%
販売費及び

一般管理費 4,691 4,899 208 4.4%

営業利益 124 330 206 165.9%

経常利益 146 306 160 109.3%
親会社に帰属する

当期純利益 32 65 33 102.9%
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３．平成３１年３月期業績予測

≪業績予測≫



売上の拡大 マーケティングの
強化

コストダウン 人材確保

持続的な成長に向けた
事業基盤の強化

下地から仕上げまでの
総合塗料メーカーをめざす

３．平成３１年３月期業績予測

≪当期テーマ≫

≪経営方針≫
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３．平成３１年３月期業績予測

≪国内販売戦略①≫

新環境対応型鋼構造物用水系塗膜剥離剤

「キクスイアクアリムーバーエコ」

◇建築用仕上塗材
近年では、石綿含有建築用仕上塗材を安全に除去する
方法として、剥離剤工法が推奨されている。

仕上材メーカー
が作る剥離剤

新環境配慮型剥離剤

「キクスイＳＰリムーバーエコ」

◇土木鋼構造物
旧塗膜中の鉛・クロム・ＰＣＢを安全に剥離除去する方法
として、剥離剤工法が推奨されている。首都高の火災を
受け、平成２８年９月土木鋼構造物用塗膜剥離剤ガイ
ドライン（案）が刊行。水系とした製品が主流。

ＮＥＴＩＳ登録申請中
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３．平成３１年３月期業績予測

≪国内販売戦略②≫

「キクスイＳＰパワーフッ素」

「水系ファインコートフッ素」

ふっ素樹脂塗料は、そのハイレベルな性能のため割高
になりますが、耐久年数が長いので改修回数は少なく
てすみます。さらに当社独自の技術開発により、お求
め易くなりました。ランニングコストをポイントにご満足
いただける提案が可能です。

「キクスイＳＰパワーフッ素クリヤー」

「キクスイＳＰパワーサーモＦ」
フッ素はキクスイ

外壁面

屋根面 付帯部
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３．平成３１年３月期業績予測

≪海外事業≫

江蘇省常熟経済開発地区

事務所棟 シュールーム

菊水建材科技(常熟）有限公司
開 業 日：2017年5月16日
所 在 地：中華人民共和国江蘇省

常熟市常熟経済技術開発
区東周路9号

用地面積：19,000㎡
建築面積：8,200㎡
構 造：鉄筋コンクリート造ＡＬＣ璧

局部3階建て



本資料に記載されている計画、目標、予測、戦略などは、現時点で入
手可能な情報に基づき判断したものであり、リスクや不確実性を含ん
でおります。実際の業績は、今後の様々な要因により、大きく異なる可
能性がある事をご承知おき下さい。

本資料及び当社のＩＲに関するお問い合わせ先
菊水化学工業㈱管理本部
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